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ローマの植民地になっておおよそ４００年後、北方からゲルマン民族が南下してくる民族

大移動が始まり、アルザスもその波に呑まれる。紀元４０５年、すでに東西に分裂していた

西ローマ帝国はアルザスから撤退、ゲルマン民族のアレマン人の国となる。４９６年フラン

ク王国の支配下に入り、キリスト教の布教が始まる。７世紀の初め、この地域を呼ぶ「アル

ザス」という名称が文献に現れる。ちなみに、アレマンは現代フランス語でドイツ、ドイツ

語のこと、アルザス人はアレマン系、アルザス語はアレマン語系の言語と分類されている。 

 

カール大帝の、ドナウ川の下流域から遥かピレネーの向こうまで制したフランク王国は、

大帝の威光が消えるとガタガタになり、８４３年ヴェルダン条約で東西に分裂する。アルザ

スは東か西かさてどっち？と思いきや、なんとどっちでもない世界史の穴場、中部フランク

王国に属することになる。中部フランク王国は、８７０年メルセン条約により南部だけのイ

タリア王国に縮小し、アルプス山脈の北部は東フランク王国に吸収される。今日のフランス、

ドイツ、イタリアという国の概念が出来たわけである。この最初の東西分裂でまずは東、す

なわちドイツ側に属することになった。しかし、最初からいきなり、西（フランス）か、東

（ドイツ）か、で揺れ動いたアルザス、これも『栴檀は双葉より芳し』か。 

 

１０４９年、中部アルザスのエギスハイム出身のレオⅨ世がローマ教皇に即位する。ロー

マ・カトリックがアイデンティティを増していく時代で、レオⅨ世は１０５４年、コンスタ

ンチノーブル教会総大主教と互いに破門しあい、ギリシャ正教と袂を分かつ。エギスハイム

は教会を中心に置いて、直径１５０メートルほどの完全な円形道路があり、内側に同心円の

道路の名残が残り、道の両側に木組みの家が並ぶ美しくかつ規模の大きなワイン村で、レオ

Ⅸ世の出身地であることは千年経ってまだ観光の目玉になっている。８月に行われるワイン

祭りはアルザスでも屈指の賑わいである。 

 

神聖ローマ帝国の成立後も、アルザスはいくつかの地方豪族・王族の分立支配下にあった

が、基本的に神聖ローマ帝国の枠内のことで、神聖ローマ帝国領すなわち東側に属すること



には変りはなかった。代々皇帝は、遠隔地で諸侯分立のアルザスを無理やり植民地的に強圧

統治せず、他の帝国領同様にアルザス諸侯にも大幅な自治を認めた（帝国自由都市）。私の住

んだコルマールも１２２６年、フリードリッヒⅡ世の勅許で帝国自由都市となり、帝国の「双

頭の鷲」の紋章を掲げた。現在でも旧税関と呼ばれる旧市街中心の建物に掲げられている。 

アルザスは、広大な平原の農産物、神の恵みのボージュ東麓の土壌とたゆまぬ努力の結晶

のワイン、織物、ボージュ山地の鉱物などで元々豊かな土地である。さらに１２３０年頃、

スイス中央部にゴットハルト峠が開通して、南イタリアからスイス北部のライン川流域に直

接抜けるルートが確立されると巨大な富をもたらすことになる。 

東方世界との海上貿易の中心ヴェネチュアとフランドールを結ぶ物流ルートが、ローヌ谷

／シャンパーニュ（ランス）経由からライン谷／アルザス（ストラスブール）経由に移った

のだ。ライン川が北海に注ぐ河口のフランドールからスイスの遥か山奥、ライン川唯一の滝

があるシャフハウゼンの手前まで約９００キロメートルが荷物の積み替えなしに水運に利用

できること、百年戦争によるシャンパーニュ地方などフランス北部・西部の荒廃もあったこ

とにより、現在のオーストリアからの岩塩や鉱物、も含めてヨーロッパの東西／南北の物流

の中心としてストラスブ―ル（街道の町の意味）の地位は確固たるものになった。 

ゴットハルト峠は現在でも、英国 BBC のドライブ旅行番組『トップギヤ』おすすめの石畳

でスリル満点の恐怖道路の旧道峠、アルプス屈指の高速ワインディング道路の新道峠、それ

とは別の高速道路トンネル、鉄道トンネルに加えて、世界最長のゴットハルト基底トンネル

（青函トンネルより長い鉄道専用トンネルで車両は最高時速２５０キロの列車フェリーで運

ぶ）の５本が通っているヨーロッパ南北物流のメインルートである。実際フランドールにあ

るヨーロッパ最大のロッテルダム港（ユーロポート）に陸揚げされた航海用コンテナをイタ

リアに運ぶトレーラーはここを通過する。 

三本のトンネルで存在価値が薄れたが、峠の天辺の町アンデルマットは、東に向かうライ

ン川、西に向かうローヌ川の谷・水源が近くまで迫っており、オーベラル峠、フルカ峠を経

る東西の交通路も集まることから「アルプスの十字路」と呼ばれている。 

 

神聖ローマ帝国が事実上のハプスブルク帝国となってもアルザスの扱いは変わらず。アル

ザスはハプスブルクの奥座敷として、物流の要所として、自治と繁栄を享受する。 
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